




































社交するという場に旅立つようになってきました。今までは 1 勝、0 勝、0 勝だった日本
選手団ですが、今年は 2 勝してきたという喜びの声を 2 月にお届けしたばかりです。 





















くなっています。塾生が現在約 5 万人、塾の教員と職員がそれぞれ 2800 人ほどなので、


















（略称 AOP プロジェクト）を始めることになりました。この AOP プロジェクトとは、真
嶋先生が既にご講演で何回もきちんと説明してくださったのですが、欧州評議会の共通参















































































しました。スイス版の Can-Do List を基にしていますが、A1 よりさらに低いレベルをカ


























































 また、もう一つのポイントとしては、今、英検や TOEIC テストなど既存のテストを受
けますと、読みも合わせて、「あなたは何級です」「何点です」という形で点数が出てきま
すが、できれば、もう少しきめ細かく技能別にレベルを判定したいと考えています。手始


































て、ぜひここを充実させた Language Portfolio を各学校間をまたいで使えるようにしてい
きたい、また、学年や学校、履修する授業間で、透明性の高い形で活用していきたいと考

















































 慶應義塾の共通参照枠が形成できることが本 AOP プロジェクトの目標ですが、この学
術フロンティア推進事業は実は来年度までとなっています。あと 1 年でこんなにたくさん
できるのかというのが、みんなが非常に焦った顔をしている理由でもあります。ただ、か
なり根幹になるような、先ほどの Can-Do List を使って自分の現時点がどこにあるのかを
確かめてもらう、ポートフォリオを使ってみる、テストを実際に試験運用してみるといっ
たことは、ここ 2 年くらいでかなり大きく進んできたと考えていますので、残り 1 年で何
とか実用段階に入れるよう頑張っていきたいと思います。 
 少し早く終わりましたので、先ほど飛ばしてしまったスキル別の特性のようなものを見
ていきます。一番左の赤い線が E5 と書いてありますが、英検の 5 級の部分です。例えば




 私自身はスピーキングの評価を専門としてきましたので、この Spoken Production の突
出した、学年を追ってもなかなか上手になれないというのは非常に気になるところで、教
授法の方でも何か改善の余地があるのではないかと、どうしても思ってしまうところがあ
ります。先ほどは自己評価と外部のテスト、客観評価と主観評価を両輪のような形で組み
合わせて使っていきたいとお話ししましたが、スピーキングに限っては、車軸の部分もあ
る程度何か新しいものを提供して、ぜひ使っていただけるように用意していきたいと考え
ています。ですから、スピーキングの教材作成に個人的にはもう少し力を入れてやってい
きたいと思っているところです。それ以前にテストをまず終わらせなさいと副所長からは
うるさく言われていますので、そちらが終わり次第、ぜひ教材の方もと意欲を持っている
ところです。 
 以上です。ありがとうございました。 
